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結棲動物の非特異性反癒
　　結核個休がツベルクリン以外の種々なる物質
にも非特異的に反慮することは，ツベルクリン反
慮の特異性の問題として，過去において多数の研
究者によって論議せられ，その維織反感について
も種々の蛋ドi，あるいは細菌アルコール・エーテ
ル拙出物等を川v・て，結核菌体め同一一・成分による
反慮と比較しているが，．著痔もツベルクリン中の
蛋白劃分や燐脂質i｝li】分に対し，異種蚤白および燐
脂質による細胞性反慮が11司一一傾向を辿るものか，　’
すなわち結核櫃患動物の紅織反切の特異’ドしとして
靖1童球性性格の強い反慮があらわれるのかどうかを
観察しようと試み，ペプトン，卵ドiアルブミン，
バ7’　一一の燐脂質をもつてその反慮を追求し，次の
ような成績を得た。
実駿材料および方法
　　0．1％Wit七e－peptone　Tyrode日夜，0．25％卵白アルブ
ミン生食水溶液0．1ccオぴょびバタFをエFテルに溶解し，・
Acetonによって落した燐脂質0．05　mgのTyrodeエムル
．ジォンを結核，健常1・！ゴ海狽の背腹部皮『ICIこ？1謝し，逐II揃
に皮ド結合織を摘出し，起生体染色法および固定後Unna－
Pappenhe｛m染色法によってその細胞性反慮を観察した。
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　　　　　　　　　実瞼成績
　　　　　　i）0．1％Witte－peptone　l容液
　　江射後1時川では血瞥周囲に多数の肥脾細胞が存在し，
1血菅巾には白血球が到ξ引しているが，滲出しているものは
数えるぽどであり，革球も数簡認められた。2時問後にな
ると一ぐ部若干の自血球が滲出し群在しており，4時問後で
はさらに増加して中悶部までおよんでいる。この白血球滲
出1部を離れて小さなRosetteを形戌している還…球が小集籏
を作っており，組織球は血瞥周囲のものヵ叫1性紅頼粒を隷1
取し始めている。
　　611茅川後では高度の白血球性反応であって1血管周辺1部
を埋めており翠球は見当らない。肥脾系朋包は姿を浩してい
る。S峙問後には紬胞反磨はさらに増強し，自血球には変
化はないが翠球が集團をtsして多数滲出し，白血球中に混
：在している。構取物により軽度膨大している組．織球が認め
られる。
　　241呼問後では系lll胞反慮は低rドして，　坦球性反慮とな
り，血・1’…1‘周辺部に多数の崩壌自血球が認められる。翠球は
Rosetteを有するものと，　Rosetteを分散せしめたものか
らなっている。組織球では層貧：喰膨化し．たものが硯われてい
る。48時問後では坦球の滲出が；皆明で集籏をなしており，
その多くはやや飢な色素穎粒の集塊を原形質に作っている
ものである。また血管分II皮部に少数の形致細胞が認められ，
）1wwl：系川胞が再び現われているL膨化した組織球が噌加して
いる。
　　72剛hl後になると輩球反鷹は最高と。なり，4亥上：剖1に
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Rosetteを形戌している大型の類上皮紬胞型のものがほぼ
牛数以上を占めている。前同同様に血管周囲に形質心心才b一
よび坦球中に混在して少数のリンパ球が認φられた。
　　5il後では紬胞反慮は減退し，配球は末棺：部まで疎に
散在しているが，中間部に細．織球に取り雀かれた革球の小
集團が見られる。坦球は前回の類上皮細胞型は認められず，
多数の色’素究胞を有してRoset七eは形戌していない。空胞
化して変性した組織球が見らイL，一方では幼若組織球がj血
管周囲に現われている。リンパ球が少数認められた。
　　7Hないし10日後では血目周辺部に少数の類同球化し
た革球が散在し，肥脾細［泡が1且1現している（第1図参照）。
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　　白血琉
・・… R　疎
　　9時間後には誘球が滲出増加し，24時間後ではいまだ
白血球性反臆iであるが，その崩壌像と草球の滲出像から軍
球反慮に移行する傾向が見られる℃順列はRosette型が極
く少なく，大部分は類」胤馴化した正常よりやや大きなもの
で，色素空胞，血球，燐脂質などを原形質に充満させてい
る貧1喰型のものも相当に多い。組織球も同様に貧1和して膨
化しているものが血瞥周．辺部に認められる。
　　48時問後に1胆球性反癒となり，　その形態も24時間と
大差なく，組織球の若干のものは空胞化している。72時醐
後は481唐問と紬胞反懸はぽぼ同様であるが，　以後5H，
7日後も次第に減少し，．10U目には賢く少数の類翠球型を
見るのみである。この痔期では血瞥周辺部に変性組織球の
残骸とともに幼若組．織球が認められる。（第2図参照）
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　　　　　第1図0．1％Witte－peptone例　，
　　対照例では本実瞼に比して細胞反億が弱く，白血球，
坦球ともにその滲出の山が低い。後期において坦球反慮の
減羽力繊く，それだけ反雁のli1醍が早い。類上皮細胞型才b’
よび形質系lll胞が認めらオしなかった。リンパ球が後期に少数
見られた。
　　　　　ii）0．25％卵白アルブミン溶液
　　淀射後30分ですでに少数の肖血球が滲出を開始し，1
時間ないし2時間では血管周辺：剖1にはほぼ同数の若干の白
血球および輩球が認められ，4，5箇のリンパ球が混在して
いる。
　　4時開後に始めて大量の白血球が滲出し，幽思周辺部
を埋めているが，一・方面球も」曾加している。2411寺問後では
坦球の；著明な増加が見られ，lfl血球もまだ相当に残存して
はいるが，血瞥周辺郡では輩出が詩心をなして圧倒してい
る。堆球は類血球化しているものが増加してきている。48
時血中においては机当に高度な綿球性反慮である。組織球
は1匡盛な枢戸1性を現わして膨化している。
　　　　　　　　　iii）燐　脂　質
　　注射後1時間で・はほとんど変化がなく，肥船系剛包σ）ほ
かは数箇の自1丘L球を見るのみである。3時問後には中等量
の1｛1血球が滲川し，1《庶の弱い1血菅末棺部においては］fl　lflL
球中1こ増毛が若千混在している。5時勘後でも反別｛は前岡
とほぼ1司機ぐあって，軍球はRosette型であU，組織球が
わずかばかりの色素空胞をイrしている。
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　　　　第2図　燐脂質0．05mg例
小　　括
tOq
　　Witte－peptoneによる綱咳湖冥の皮下細胞性反
慮は，初期は著しい自血球性反慮であって，8時
闇後に最高となるが，24時闇口には少数lc減少し，
同様に8時群口から著明に滲出した箪球と交替す
る。全般的に見てlli－U　R性の性格が強く，章球自休
はR．osette型より一旦そのRosetteを分＝散し，再び
集合形成して，72時ill】後には多数が類上皮細胞の
形態を示した。しかしそれ以後には認められなか
った。
　　対照例におV・ては細胞反感が弱く，白血球，
蹴球の山がより低く，早く箪球性誌上に移行して
浦漉する。類上皮細胞は川現しない。卵白アルブ
ミンは初期ド曲球反腱1が強く，48時Hlj後に始めて
輩球と交替する。
　　燐脂質では全経過を通じて細胞反慮ぽ弱く，
特に初期の白伯L∫オミ反腱：が躬く，箪球性反lr直1が目立
っている。
　　以上の細胞性反感をツ・くルクリンの同一・劃分
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に：よる反慮と比較してみると，その経過は初期は
白血球性反慮であり，以後輩球性となることに：変
りはなく，蛋白によるものでは同じく一・過性に類
上皮細胞が認められ，血球性の性格が弧V・。燐脂
質でも同様に曲球性風笹｛が口立つが，ツベルクリ
ン劃分ほど強くはなく，根球性耐蝕への移行も遅
い。また全般に細胞性反響が溺く，類上皮細胞は
認められなかった。他の細胞すなわちリンパ球，
形質細胞，平織球等については特にV、うべき差異
はない。
ツベルクリンによるアルツス現象
　　第1篇の緒論において遠べたように，ツベル
クリン反慮とアルツス現象との差異の中で，特に
その初期細胞性反町に：関してDienes＆Mallory
および天野は独自の所見を述べ，ツベルクリン反
慮は血球浸潤を主とし，アルツス現象では白血球
浸潤を主とするとしている。．著者はこれまでに，
ツベルクリン反論の細胞性反証が軍Jオ1性の性格が
強いことを兄て來たが，これがツベルクリン自休
の理化学的性歌によるとV・うことも考えられる。
そこでツベルクリンによるアルツス現象を試み，
次のような成績を得た。
実理材料および方法
　　供試動物には2kg以上の健常家兎．を撰び，これを1
群は加熱Sautonツベルクリン（HST）により，1群は非加l
i熱Sautonツベルクリン（ST）により感作した。
　　感作方法としては，Sau七〇nツベルクリン10ccにつき
アドソルビン19を加え，37。C重湯煎1勾で振轍しつつ2呼
帥吸着させたものを生食水で；tJL一い，後1％生食水1孚遊間を
作り，こオしを家兎耳静脈より油射した。
　　この感作家兎の背部を勢題し，HST感作群にはそれぞ
れ，HST　10倍，100倍，500倍生食水溶液，　ST感作群に
はST　10倍，100倍，500倍，　t・’よびHST　10倍生食水溶液
を0．2cc抗二皮下に泪撹・｝し，　30分，］，2，4，6，24，48，　72
時間と逐II脚＝1三射剖｛の皮下系1ヤ合織を摘出切除し，これをflil展
標本として超生体染色を施し，さらにアルコール固定後，
Unna－Pappenheim法，　Haematoxilin　Eosionあるいは
Giemsa染色によってその系111胞反1感を窺禦した。
　　な細対照例として健常家兎に10倍ST，同HSTによ
る反：．曜を検査した。
実学成績
　　　　　　　　　a）HST感作群
　　　　　　　　　i）10倍HST例
　　30分後にすでに少数滲出を開始した白血球は以後増加
を続け，6時間後に最高の滲出度を示し，高度は自血球性
反賑を呈する。一方翠球は4時間後にいたって始めてわず
かに滲出し，6剛旧後1こおいても少数のものが血瞥末棺部
に認められるに過ぎない’。
　　24時間後では服球の滲｝二1：1が著明であるが，依然として
白血球性反磨であるが，48時間後になると著明に減少して
．革球性反慮と変る。72時間後まで軍球はRosetteを形成し
ているものがない。組織球は4時午後ヵ・ら変化が強く，貧
翻して口火し，かつ原形質突起を出し女泊め，24副馬以後で
は膨化型が多い。肥1蹄系lll胞は初めから認められなかった。
　　　　　　　　ii）　100倍：HST｛列
　　30分後では白血球の血管集中像が認められるのみで，
1時川後から群駿に1饗出を開始し，6時間後に最高に達し，
48時…問後に1胆球と交替する。羅球は10倍：例と同様に24時
問目までは少数の滲出を見るに過ぎないe白血球の滲出増
加度は10倍に比して細い。
　　箪球は48時間後ではRosette型がないが，類輩出化
したものも相当に認められる。
　　肥絆細胞は4時問目まで見られ，以後：姿を溶す。
　　　　　　　　iii）　500倍HST例
　　30分ではほとんど変化なく，1時問後には白血球のJfiL
瞥集中像が：搏明で，2時間後に始めて若干のものが滲出し
始める。前記2例と同様に6時二目にもっとも強い白血球
性高慮を示し，100倍加とそのIJfはほぼ同様であるn
　　24時肥後にわずかに服球が白血、球を凌駕し，以後坦i球
性反帝となるが，721唐問後では多くが類胆球化し，貧喰型
も昏忌められる。
　　　　　　　　　b）　ST感作群
　　　　　　　　　i）　10倍ST｛列
　　1時問後までは少数の白血球と，数箇の坦球が混在し
て血畳周囲に認められるだけであるが，2時間後には急激
に滲出増加し，6時聞目では高度な自血球性反鷹が見られ
る。
　　24【1芋川後では坦球は増加しているが白血球の方が多く，
4S時問後に坦球が系H．織像を支配する。72　Hき問後でも大牛
がROSette型でゴそれらに混じて僅’少のリンパ球が見られ’
た。
　　組織球では2時醐後から原形致突；邑を出した刺激型の
形態をとり，以後貧喰して24時問後には血管周囲のもの
は膨化している。
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　　　　　　　　ii》　IOO　P．k　ST例
　　2時問後まで少数の白血球と数箇の革球を見るに過ぎ
ないが，4時間後では中等度に滲出しており血瞥周辺部を
埋め，6時問後で中lll】部辺りまで濃厚に分布している。4S
時問後になって．暇球がわずかに白血球より優勢となり，」1’bl
球性反目に移行する。　白血球の滲出の山は10倍例と余り
差がない。
　　72時問目に少数のiJンパ球が見られた。
　　　　　　　　iii）　500倍ST例
　　前記ST　2例のように白血球性反底は強くなく，急激
な｝曾加が見られない。
　　2時問後に白血球の四川が始まっているが漸次増加し
て，6時問後にもっとも多数の滲出が認められる。他方堆
球は6時問までは僅少しか見られず，6時間より2411卸IRこ
かけて著明に堰加して畢球性反目となる。
　　堪球は48時間後では忌日球化した，　正常よりやや火
きなものが多く，72時生後ではROSette型が浩失し，大型
の貧旧型が若干見られる。24時間後では血骨周囲に多数の’
崩壌白血球が認められた。
　　　　　　　　iv）　10台午HST　f列
　　10倍ST例と同様に白血球が2時間後から滲出増加し，
6時間目に最高で，48時間後に急激に減少して輩球性反慮
と．ﾏる。
　　革球は24時間後に1密賜に増力i．1する。　組織球は紬胞反
臨調期には蔽われて減少している観を輿える。
　　　　　　　　　C）　対照群
　　木実話と同様に急激な初期白血球ll生白慮を示し，10倍
HST例では2時問後よリ聡加し，6峙問後に最高となり，
48時問以降軍球性反慮となる。10倍ST例ではなお早く，
4時1旧後に最高に達し，前者と同時期に堆球性に変る。白
血球の滲lll度が木実瞼に比し強いが，減少が早い。畢球性
反慮は弱く，一環球が早い。
小　　括
　　：加熱お・よぴ非：加熱Sautonツベルクリンをもつ
て感作した家兎を川い，同種ツベルクリ’ンによっ
て，7ルツス：現象における初期細胞性反慮を観劣｛
した。反慮は初期の白．［flLJvj（性反慮が著しく，箪球
性反慮のそれと比較すると遙かにその山が高い。
このことはツベルクリン反慮における旧劇軍球性
性格の強い細胞反慮と対照すると，アルツス現象
にお・ける白fnL封鞭1三を裏づけてLnる。
　　白血球は2時聞頃より滲出増加し，6時聞口
に頂鮎に達し，24時問以降滅沙し，24時醐ないし
48時闇日に箪球性風魁1へ移行する。
　　高濃度例ほど白血球性二品が強く，その減少
も緩漫であり，軍球1生反慮に移行するのが遅れる
が，軍記性反慮は低濃度例とほとんど差がない。
また非：加熱ツベルクリンの高濃度例は加熱ツベル
クリンの同例におけるよりも，白血球の滲出度が
」ぐ⊃や，」エ岐く，　カ｝つ手日誌力：長い。
　　細胞自体については白血球は反慮極論から変
性乱淫し減少し始める。箪球では白血．球反慮の彊
弱によりRosette型より類軍球化への移行が左右
．され，弱いものでは類軍球化が星い。『紺織球は2
時照ないし4時聞後から変化し始め，以後二三し
膨大する。肥腔細胞は細胞反慮が高度になると”it！」
失する。
　　対照例では同様な経過を辿るが，本実験〃こ比
し白血球の滲出がより強い，しかし減少が早い。
畢球の滲出は弱く，類軍淫乱が・早い。
結　　論
　　Wittc－peptone，卵ドiアルブミン，バター脂質
を用いて，結核海狽における非特異性反慮につい
て槍索した。
　　］）非特異性反感においては初期ぼいすれも
］’Ti且bR’性であるが，後期では個々の非特異性抗原
｝こより異ってV・るが，Witte－peptone，バター燐）j旨
質を画いた例では耳剃1性性格が強いが，卵白アル
ブミン例では白血球性であった。
　　2）ペプトン例ではツベルクリン蛋白側部と
同様に一過性に類上皮糸ll鞄の川現が認められた。
燐脂質ではツベルクリン同品分に比し紬胞’性反乱
が弱く，類上皮：細胞は認められなかった。
　　3）ツベルクリンで予め感作され九動物につ
いて，ツベルクリンによるアルツス現敦を記する
と，いすれも白血球性の反言が殊に強かった。
しかも高濃度例ほど白血球反感は強いが，後期の
軍球性反慮ぽツベルクリンの濃度と関係が見られ
ない。
　　　　　　　　　　　　　　　　（27，1，18妥付）
，34 仙場 ツベルクリン反臨の組織学的研究 札幌医誌1952
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sum．mary
　　　　Non－specific　reactions　caused　by　Witte－pepto重le，　ovalbumin　and　buttc．r－pllosphatide　werc
studied　in　tuberculous　guinea　pigs・
　　　　111general　the　cellular　reactions　in　the　early　stage　of　these　cases　were　of　a　leukocytic　typc．
In　the　latter　stage，　however，　the　reactions　ill　which　peptolle　or　butter－phosphatide　was　uscd，
were　considerably　monocytic，　while　thosc　in　which　ovalbumiii　was　us：ed　were　leukocytic．
　　　　In　Arthus　phenomenoll　cau§ed　by　tubercしllin　in　the　animals　previously　sensitized　with
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tuberculin　the　leukocytic　reactiolls　were　p4rticularly　illtellse　at　all　early　stage．　The　higher　the
conccntratioロof　tロberculin，　the　more　intense　the　leukocytic　reacti6n，　but　the　monocytic　reaction
in　the　latter　stage　had　llo　obvious　relation　to　the　concentration　of　tubercul．in．
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